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議
長
に
は
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
後
藤
勝

利
氏
が
選
出
さ
れ
、
総
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

大
熊
会
長
は
、
安
倍
政
権
の
戦
争
の
出

来
る
国
づ
く
り
と
、
自
民
党
の
社
会
保
障 

制
度
の
政
策
を
批
判
し
、「
引
き
続
き
、
た

し
ろ
議
員
の
国
会
活
動
を
支
援
し
よ
う
」

と
、
参
加
者
全
員
に
訴
え
ま
し
た
。 

来
賓
に
は

退
職
者
連
合

の
羽
山
事
務

局
長
、
Ｊ
Ｒ

総
連
よ
り
武

井
委
員
長
、

そ
し
て
参
議

院
議
員
た
し

ろ
か
お
る
氏

が
参
加
さ
れ
、                    

そ
れ
ぞ
れ
の

方
か
ら
ご
挨 

                  

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
友

誼
団
体
か
ら
も
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

  

総
会
は
議
事
に
入
り
、
最
初
に
伊
藤
事

務
長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
規
則
」 

の
一
部
改
正
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
改 

正
の
主
な
点
は
、
「
総
会
」
を
「
拡
大
幹 

事
会
」
に
し
、
「
経
費
」
の
条
文
を
廃
止 

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
改
正
案
に 

対
し
て
５
名
の
代
議
員
か
ら
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
改
正
案
の
一
部
を
修
正
し
て
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
は
そ
の
後
「
経
過
報
告
」
と
「
活 

動
方
針
」
の
提
案
が
あ
り
、
一
日
目
の
17

時
で
一
旦
休
会
と
し
て
、
夜
は
懇
親
会
が 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
に
は
友
誼
団

体
の
代
表
も
顔
を
見
せ
ら
れ
、
一
年
ぶ
り 

に
会
っ
た
代
議
員
も
多
数
お
り
、
大
い
に 

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

            

翌
日
は
朝
８
時
30
分
か
ら
再
開
さ
れ
、 

10
時
ま
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
５
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
代
議
員
と
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
九
州
地
協
の
仲
間

を
含
め
た
19
名
が
発
言
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

闘
い
や
活
動
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
特
に

「
た
し
ろ
後
援
会
」
に
加
入
す
る
取
り
組 

み
を
成
功
さ
せ
、
引
き
続
き
国
会
活
動
に 

                   

 

奮
闘
す
る
「
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議
員
」 

を
支
援
す
る
態
勢
を
強
固
に
築
く
こ
と

を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
最
後
に
大
熊
会
長
の
団
結

「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
総
会
を
終
え
ま
し
た
。 
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敬老の日の 9月 15日、13時より「生き生きと安心して暮

らせる社会にしよう」をメインスローガンにした退職者連合主

催の「2014全国高齢者集会」が、全国から 2000名の高齢

者を集めて日比谷公会堂で開催されました。 

ＪＲ東労組ＯＢ会も、「ＪＲ総連ＯＢ連絡会第 11 回定期総

会」に参加した仲間 50名と共に、元気に参加しました。 

集会の来賓には連合の神津事務局長、民主党の海江田代表、

社民党の福島副党首が見えられ、激励の挨拶がありました。 

集会終了後は、日比谷公会堂から東京駅まで、第 3 グルー

プのトップで『安倍内閣の暴走 ダメょ～ダメ ダメ』の横断幕

を掲げ、「安心・信頼の社会保障制度を確立しよう！」「解釈改

憲反対！」「憲法 9条を守ろう 

！」などのシュプレヒコール 

を、銀座の目抜き通りに響か 

せながらデモ行進をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

19
名
の
代
議
員
が
発
言 

 

幹
事
会
が
規
則
改
正
の
提
案 

      

規
則
改
正
で
熱
い
討
論
、
東
の
Ｏ
Ｂ
会
が
総
会
を
リ
ー
ド 

 
 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
第
11
回
定
期
総
会
報
告 

総
会
を
拡
大
幹
事
会
に
改
正 

 

３
連
休
真
っ
最
中
の
９
月
14
日
、
13
時
よ
り
目
黒
さ
つ
き
会
館
の
大
会
議
室

で
「
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
第
11
回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

に
は
、
来
賓
の
田
城
郁
参
議
院
議
員
を
始
め
、
役
員
、
代
議
員
な
ど
60
数
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
規
則
」
の
改
正
を
巡
っ
て
熱
心
な
討
論
が

行
わ
れ
た
後
、
一
部
修
正
し
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
翌
日
の
11
時
ま
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
５
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
闘
い
の
報
告
と
、

「
た
し
ろ
選
挙
闘
争
」
に
勝
利
す
る
た
め
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
て 

終
了
し
ま
し
た
。 

退職者連合主催「2014全国高齢者集会」 
 

都心にこだまする高齢者の怒りの声 

〈 高退連のホームページ 〉 

 http://tr.jtuc-rengo.jp 

議
長
に
後
藤
氏
を
選
出 

メッセージを 

頂いた友誼団体 

たしろかおる後援会 

  会 長  千葉勝也  

美世志会一同 

鉄道ファミリー 

  社 長   阿部 宏 

自然と人間社 

  社 長   一石祐三 

憲法 9条―世界へ 

      未来へ連絡会 

2014年度ＪＲ総連ＯＢ連絡会新役員 
 

会  長   大熊 勝明  （ＪＲ東労組ＯＢ会） 

副会長   川端   実  （ＪＲ貨物労組ＯＢ会） 

副会長   田中 栄六  （ＪＲ東海労ＯＢ会） 

事務長   伊藤 義男  （ＪＲ東労組ＯＢ会） 

幹  事   佐藤 有二  （ＪＲ北海道労組ＯＢ会） 

幹  事   文中   惠  （ＪＲ西労ＯＢ会） 

幹  事   中村 靖治  （ＪＲ貨物労組ＯＢ会） 

 
 
 
 

総会で挨拶するたしろ議員 



  
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
  

 

９
月
８
日
８
時
50
分
、
水
戸
駅
南
口
か

ら
い
わ
き
・
水
戸
両
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
「
た 

し
ろ
議
員
激
励
行
動
」
へ
の
参
加
者
を
乗

せ
て
、
バ
ス
が
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
、 

さ
く
ら
土
浦
イ
ン
タ
ー
で
土
浦
支
部
Ｏ
Ｂ
会

の
参
加
者
が
乗
車
し
、
総
勢
32
名
で
の
激

励
行
動
に
な
り
ま
し
た
。 

車
内
で
は
、
鈴
木
Ｏ
Ｂ
会
長
の
あ
い
さ
つ

と
「
た
し
ろ
議
員
の
活
躍
」を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞 

し
、
た
し
ろ
議
員
へ
の
「
檄
布
」
を
作
成
し
な

が
ら
参
議
院
議
員
会
館
に
到
着
し
ま
し
た
。 

会
館
前
で
歓
迎
の
横
断
幕
で
出
迎
え
ら

れ
た
後
、
会
議
室
に
移
動
し
、
た
し
ろ
議
員

と
一
緒
に
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。 

昼
食
後
は
、
参
議
院
内
を
衛
視
の
案
内

で
見
学
し
、
議
事
堂
の
設
備
や
室
内
装
飾
の

豪
華
さ
に
み
ん
な
が
驚
嘆
し
て
い
ま
し
た
。 

  

見
学
終
了
後
は
、
た
し
ろ
議
員
と
の
意
見

交
換
会
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
の
場
で
た
し
ろ
議
員
か
ら
挨
拶
を
い
た 

だ
き
、
安
倍
政
権
の
「集
団
的
自
衛
権
容
認
」 

   

 
 
 

     
     

   

  

に
よ
る
戦
争
の
で
き 

る
国
づ
く
り
を
阻
止 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
こ
と
、
震
災
復
興 

に
向
け
た
取
り
組
み 

が
重
要
で
あ
る
こ
と
、 

な
ど
の
話
が
さ
れ
ま 

し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
員
か
ら
は
、
「
霞
ケ
浦
浄
化
事
業

が
、
民
主
党
政
権
時
代
は
中
止
と
な
っ
た
が

自
民
党
政
権
に
な
っ
て
再
開
さ
れ
た
の
は
疑

問
だ
」
、
「
年
間
の
被
曝
線
量
が
変
更
に
な
っ

た
の
も
疑
問
だ
」
、
「
除
染
作
業
が
終
了
し
て

も
線
量
が
下
が
っ
て
い
な
い
現
実
」
、
「
選
挙

用
パ
ン
フ
の
中
に
、
高
齢
者
に
身
近
な
社
会

保
障
や
年
金
制
度
の
事
を
盛
り
込
ん
で
は

ど
う
か
」
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
意
見
交
換
後
は
、
「
檄
布
」
を
た
し
ろ
議

員
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

帰
路
の
バ
ス
へ
の
乗
車
の
際
に
は
、
た
し
ろ

議
員
も
見
送
り
に
来
て
、
全
員
と
握
手
を
し 

              

 

ま
し
た
。
途
中
、
土
浦
イ
ン
タ
ー
で
土
浦
支
部

の
会
員
が
下
車
し
、
17
時
40
分
無
事
に
水
戸

駅
に
到
着
し
ま
し
た
。 

今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
水
戸
地
本 

Ｏ
Ｂ
会
の
三
役
会
議
や
幹
事
会
、
Ｏ
Ｂ
担
当 

者
と
の
合
同
会
議
を
重
ね
、
「
参
加
者
を
い

か
に
募
る
か
、
40
名
を
集
め
る
た
め
に
は
ど

う
す
る
か
」
、
「
バ
ス
の
出
発
場
所
は
い
わ
き
か

水
戸
か
」
「
寸
断
さ
れ
た
原
ノ
町
支
部
は
参
加

で
き
る
か
」
「
列
車
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」

等
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

的
に
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
32
名
の
参
加
を
勝
ち
取
る
事

が
出
来
ま
し 

た
。
帰
り
の 

車
内
で
は
、 

た
し
ろ
議
員 

と
交
流
出
来 

た
こ
と
へ
の 

充
実
感
が
広 

が
っ
て
い
ま 

し
た
。 

  

今
後
も
さ 

ら
に
頑
張
っ 

て
い
き
ま
す
。 

             

              

 

  

来
賓
に
は
鈴
木
地
本
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
よ
り
戸
谷
副
会
長
と
本
田
事
務
局
次
長
、 

 

                           

                         

今
回
は
、
埼 

玉
県
幸
手
市
に 

お
住
ま
い
の
「 

淳
ち
ゃ
ん
」
こ 

と
小
林
淳
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

小
林
さ
ん
は
、
現
役
時
代
は
京 

浜
東
北
線
の
電
車
運
転
士
一
筋
で
、 

鉄
道
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
組 

合
役
員
の
経
験
も
豊
富
で
、
そ
の
上
多 

趣
味
の
持
ち
主
で
、
自
慢
の
ス
キ
ー
は 

勿
論
、
〝
無
謀
に
も
〟
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ 

ー
に
も
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

退
職
し
た
現
在
は
、
東
京
地
本
が
南 

        

相
馬
市
の
防
潮
堤
の
た
め
に
、
小
林
さ
ん
の 

自
宅
そ
ば
の
用
地
を
借
り
て
苗
木
づ
く
り
を 

し
て
い
る
の
で
、
小
林
さ
ん
に
そ
の
里
親
を 

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
育
て
て
い
る
苗
木 

   

は
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
で
、
南
相
馬 

の
土
地
に
合
っ
た
植
栽
樹
を
選
ん
で
、
丹
精
込 

め
て
育
て
て
い
ま
す
。 

小
林
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
５
千
５
百 

本
を
南
相
馬
に
、
２
万
本
の
苗
木
を
足
尾
に 

送
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
間
育
て
た
苗
木
を 

   

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
運
ぶ
作
業
は
と
て
も
大

変
で
す
。
株
分
け
作
業
の
時
は
、
大
勢
の
人
に 

手
伝
っ
て
欲
し
い
と 

云
っ
て
い
ま
す
。 

私
達
Ｏ
Ｂ
も
各

支
部
の
輪
番
制
で

水
撒
き
作
業
を
や 

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
苗 

木
が
、
大
雪
の
重
み
で
つ
ぶ
れ
て
傷
つ
い
た

時
に
は
、
自
宅
の
玄
関
先
で
一
人
涙
を
流
し

た
そ
う
で
す
。
毎
日
小
林
さ
ん
か
ら
見
守
ら

れ
て
い
る
苗
木
は
、
今
年
も
元
気
に
成
長
し

て
い
ま
す
。（
幸
手
市
在
住
・
小
林
淳
一
・
69
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

東京地本ＯＢ会 

ド
ン
グ
リ
里
親
さ
ん
、
奮
闘
中 

水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
「
た
し
ろ
か
お
る
激
励
行
動
」
報
告 

満
足
感
で
満
ち
溢
れ
た
バ
ス
の
中 

 
   

八
王
子
支
部
工
務
連
合
分
会
Ｏ

Ｂ
会
は
、
去
る
７
月
25
日
に
「
第
２
回

総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
支
部
工

務
連
合
分
会
Ｏ
Ｂ
会
は
、
八
王
子
地
本
Ｏ

Ｂ
会
の
指
導
で
、
昨
年
７
月
31
日
に
18

名
の
工
務
職
場
出
身
の
Ｏ
Ｂ
を
集
め
て
、

結
成
し
た
も
の
で
す
。 

総
会
当
日
は
、
八
王
子
の
保
線
技
術
セ

ン
タ
ー
、
信
通
技
術
セ
ン
タ
ー
、
土
木
技

術
セ
ン
タ
ー
出
身
の
Ｏ
Ｂ
会
員
13
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
は
、
結
成

総
会
よ
り
参
加
者
が
少
し
減
り
ま
し
た

が
、
新
し
く
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー
の
仲
間

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
総
会
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
や
支

部
Ｏ
Ｂ
会
そ
し
て
現
役
の
支
部
か
ら
も

仲
間
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
、
お
祝
い
と

激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
全
員
か
ら
近
況
報
告
を

し
て
も
ら
い
、
元
気
に
第
２
の
人
生
を
歩

ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

                                 

昨
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
発
足
後
初
め
て
工
務
職
場
の
Ｏ
Ｂ
が
、
長
野
県
の
「
松
原
湖
高
原

ホ
テ
ル
」
に
集
ま
っ
て
交
流
会
を
開
催
し
、「
工
務
の
仲
間
を
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
さ
せ
よ
う
」

と
決
意
し
ま
し
た
が
、
今
、
そ
の
仲
間
づ
く
り
が
各
地
で
芽
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。 

今
年
の
7
月
に
東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
「
工
務
関
係
Ｏ
Ｂ
・
エ
ル
ダ
ー
・
出
向
者
の
集

い
」
を
25
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
の
に
続
い
て
、
今
回
は
、
八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
と

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
工
務
職
場
の
Ｏ
Ｂ
に
働
き
か
け
て
、「
総
会
」
と
「
工
務
Ｏ
Ｂ
連
絡

会
の
結
成
に
向
け
た
準
備
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
今
後
の
工
務
職

場
の
Ｏ
Ｂ
会
結
成
に
向
け
て
、
明
る
い
光
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。 

             

檄布を渡す鈴木会長 

八
王
子
と
横
浜
で 

工
務
職
場
の
Ｏ
Ｂ
会
で
大
き
な
前
進 

八王子 

           
       

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
８
月
９
日

12
時
30
分
よ
り
地
本
会
議
室
に
お
い
て

「
工
務
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
」
の
結
成
に
向
け
た

準
備
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

準
備
会
の
会
長
の
佐
藤
好
美
さ
ん
、
昨
年

の
長
野
で
開
催
さ
れ
た
「
交
流
会
」
に
参

加
し
た
事
務
長
の
神
山
さ
ん
、
そ
し
て
幹

事
４
名
と
、
地
本
か
ら
平
井
副
委
員
長
、

地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
三
役
の
４
名
の
11
名

で
す
。 

準
備
会
で
は
、
神
山
事
務
長
よ
り
準
備

会
の
立
ち
上
げ
ま
で
の
経
過
報
告
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
正
式
に
「
工
務
Ｏ
Ｂ
連
絡

会
」
の
結
成
ま
で
の
方
向
性
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。 

工
務
職
場
出
身
の
Ｏ
Ｂ
は
、
仕
事
で
鍛

え
た
「
忍
耐
力
」
と｢

泥
臭
さ｣

で
一
日
も

早
く
「
工
務
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
」
を
結
成
し
、

「
た
し
ろ
選
挙
闘
争
」
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

                                         

横 浜 

支
部
工
務
連
合
分
会
Ｏ
Ｂ
会 

第
２
回
総
会
を
開
く 

設
備
関
係
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
の 

結
成
に
向
け
た
準
備
会 

 
 
会 長 

 清水  満 

     （八保） 

副会長 

  神座 一公 

     （八信） 

事務長 

  正木 博夫 

     （八保） 

新役員体制 

 
 
会 長   

平松 好美 
 副会長  

町田 政則 
        平松 広光 
 事務局長 
        神山 満明 
 事務局次長  
        遠藤 文夫 
 幹 事 
        吉田 文雄 
        鈴木 利行 
      二階堂 義輝 

結成準備委員の皆さん 

 


